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日 時：２０１８年３月１７日（土）    天候：晴れ    １５０００歩  約１０ｋｍ

集 合：青梅線 日向和田駅１０時３０分

コース：日向和田駅→梅の公園→大聖院→即清寺→軍畑→御岳渓谷遊歩道→御嶽駅（解散）

参加者：熊坂（Ｌ） 班長＝河野 清水正

     勅使河原 平石 大平 高橋文 伊藤眞 青松秀 佐藤繁 斉藤優 小林 長井 宮野 小島 落合 市村 高橋紀

     中村ゅ 丹後 平吹 志村 奥村 中林 井出 畠 岩元 吉岡   計２８名

河口から源流点まで、多摩川を１１回に分けて歩くこのシリーズも、今回で６回目となり中間点となりました。この日は朝から

青空が広がり風もない絶好のウォーク日和。集合時には一人足りないものの、まずは全国で唯一、市の名前に「梅」の字がつ

く青梅市を象徴する青梅梅郷に向かいました。梅を重要な農業・観光資源としてきた青梅ですが、平成２１年日本で初の梅

輪紋ウイルス（ＰＰＶ）が確認され、感染拡大を防ぐため殆どの梅樹が伐採されました。その後ウイルス対策を強化し、平成２８

年に一部地域で再植樹が可能となり、今年の梅まつりを迎えたそうですが、中心となる「梅の公園」内は梅もまだ若木で本数

も少なく、かつての面影にはまだほど遠いようです。ランチ場所の中道梅園も名所でしたが、現在では単なる広場の風情で、

所々に梅の若木が植えられているだけでした。前回までは、多摩川の左岸が主でしたが、この日は右岸の吉野街道沿いがメ

インとなり、後半はまた左岸となる“多摩川満喫”コースでした！この辺りまで遡ると河原には大岩がゴロゴロ、流れも急流とな

りカヌーを楽しむ人々も。“深山幽谷”とまでは言えないものの、奥多摩の雰囲気は十分感じ取ることが出来ました。

次回は青梅線の終点「奥多摩駅」がゴール。更に奥深く分け入ることになりますが、果たしてどんな風景が目に飛び込ん

で来るのか今から楽しみです！                                        ＜フォトレポート 小島＞

やっと「多摩川を歩く」に相応しい場所で集合写真が撮れました！（でも、高所が苦手なもので足元が・・・）



青梅駅で同じ電車に。“紀子弁天”を挟んで破顔一笑！  こちらは四爺勢ぞろい（これが本当のシルバーシート！）

駅横のスペースで、青空まで届けとストレッチ！     今や“多摩川のヌシ”となった熊坂リーダー。

駅を出てまずは梅の公園を目指す。 多摩川に架かる神代橋を渡ります。 この日は水量がやや少なめ。

  梅の公園への道筋には良い匂いの露店が・・・   梅まつり中の公園入口に到着も人は少ない。



かつては丘一面が梅の香で一杯だったのですが・・・   今は梅の若木とサンシュユの黄色が目立つのみ。

所々にはスイセンも植えられていて見頃でした。     本日唯一の上り坂！これなら昼飯まえ？（確かに）

  

    園内は自由散策。でも皆でゾロゾロと・・・  元気がないように見えますが・・大丈夫？

玄海ツツジが咲く丘の道。      ピンクと白の競演。       “額縁”に花とメンバーを入れて。

※玄海ツツジ：「からむらさきつつじ」の変種。山地の岩場に生え、２～４ｍになり葉が開く前に花が咲く。



わぁ綺麗、このサンシュユ私にそっくり！（ハイハイ）  小さな花の集合体のようで可愛いらしい花です。

かつての梅の公園はこの様に一面花の絨毯でした。   ウイルス対策で伐採時の公園。（青梅市ＨＰより）

    
伐採時よりは整備された当日の園内の様子。     遅れていた人が平石さんの迎えで登場！

    皆さんから“集中砲火”を浴びました！    散策を終え集合場所の広場へ下ります。



広場のテント内では雛飾りがありました。        手作り感のある雛飾りです。（もう仕舞う時期では？）

サンシュユを背にスロープで全員集合・・・したつもりが、数名が間に合わず写真から“排除”されました！

  公園を出てすぐの天澤院を見学。    可愛いお地蔵さん。  庭には「牛石」。見えなくもないが・・



「きもの博物館」があるようですが文字が消え気味。   フキノトウを見つけた！でもすでに開きすぎ。

ランチ場所の中道梅園。今は梅の苗木が寂しそう。    良い場所は別の団体が先で宴たけなわ！（残念でした）

   

    女性陣にとってはランチが目的？       おや、いつもの牛さん今日は寝ないの？

男は静かに食べるのだ！        「溝の口」のマル秘情報交換中？ いつも不明の人、今日はいた！



食後は「岩割の梅」を見学です。           文字通り、大きな岩を割って幹が伸びていました。

ここは個人所有のオープンガーデン。         三椏の香りが漂って、皆さんまるでミツバチのよう！

     ここ大聖院に立ち寄ったその訳とは・・・  この花を確認するため？（名はもう忘れた！）

   

      次は即清寺へ。階段がキツイ？       楽に天国へ行けますように・・まだ早！



ここにも雛飾りがありました。   ネズミ夫婦雛。素晴らしい出来！   スズメの雛も。粋な作品です。

寺を後に谷川の橋を行く。車道を歩くのは誰？      こんな場所にも住宅街。通勤・通学は何処まで・・

  
    軍畑（いくさばた）駅が近くなりました。     こんな所に平石さん御用達の鎌倉街道が！

前方に軍畑大橋を見ながらここで小休止。       この下に渡し場跡があるそうな（背後に変なオジサンが！）



  
この辺りのようですが案内板も無く退散！        下りなきゃよかったこの階段。他の人は上で待ち。

軍畑大橋を渡り多摩川左岸へ。   街道沿いにはこんな玉石垣が。   ここから御岳遊歩道に下ります。

河原には大きな岩がゴロゴロ。   カヌーを楽しむ人もいました。   遊歩道は狭く歩きずらい。

崖から張り出して作られた歩道部分もあり注意。    ゴールも近づいてきたようです・・・頑張って！



沢井の小沢酒造澤乃井園。ここで小休止、買い物も。  酒は何を買う？ダーリンは何でも OK よ！（おやまあ！）

  
バッグの中をガサゴソ。関西のオバチャンか！          くたびれモードの男性陣を尻目に“鷹の目”の熊坂 L。

  
    河口から計７０.４km 来たことになります！      さあ、もう少しでゴールですよ～。

※今日は終日穏やかな天候に恵まれ、青梅の里山と花々を楽しむ

ことが出来ました。今回のコースには、これと言って旧跡がある

訳ではない分、梅・桜・ツツジ・三椏・水仙等々と、花好きな女性

には好評だったようです。この辺りの多摩川は、長い年月を経て

深い谷をつくり、集落の遥か下を流れています。その昔には、さ

らに上流の山々から切り出した木材を筏に組んで川を下り、最後

は六郷橋辺りまで運んだそうです。さあ次のゴールは「奥多摩駅」。

イケメンの熊に出会えるかも！（L が美形のクマなのでアリか？）

←御嶽駅前で解散。皆さんお疲れ様でした。


